
パワーロックＭＬシリーズ 
ＭＬタイプ・ＭＧタイプ 

取扱説明書 

安全上のご注意 
 

● ご使用の前に必ず取扱説明書やその他の付属書類をすべて熟読し、正しくご使用ください。 機器の知識、安全の情

報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。 お読みになった後は、お使いになる方がいつで

も見られるところに必ず保管してください。 

● この取扱説明書では、安全注意事項のランクを『警告』『注意』として区分してあります。 

 

尚、 に記した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いずれも重要な内容を記載

していますので必ず守ってください。 

 

警告 
（全般） 

• 人員輸送用装置に使用される場合には、装置側に安全のための保護装置を設けてください。 

• 昇降装置に使用される場合には、装置側に落下防止のための安全装置を設けてください。昇降落下による人身事

故や、装置破損の恐れがあります。 

• 労働安全衛生規則第２編第 1 章第 1 節一般基準を厳守してください。 

注意 
（荷受け時） 

• 現品が注文通りのものか、確認してください。間違った製品を使用した場合、けが、装置の破損等の恐れがあり

ます。 

（取付け） 

• 必ずトルクレンチを用いて、本取扱説明書に記載されている締付要領や最終締付トルクを守って取付けてくださ

い。 手締めによる作業は、不正確でありパワーロックのスリップや変形など事故の原因となります。 

• 本シリーズのパワーロックは、取付けの際に軸・ボス内面などパワーロックの締結部にオイル、グリースなどの

油分は絶対に使用しないでください。 規定のトルクを伝達できなくなります。 

• パワーロックを軸･ボスに挿入する際は、ハンマー等で絶対に強打しないでください。 パワーロックが変形し、

事故の原因になります。 

（取はずし） 

• ボス・軸にトルク、スラスト荷重等がかかっている場合、パワーロックの締付ボルトをゆるめていくと、瞬時に

ロックが解除され、回転したり、飛び出したりすることの原因となります。 ボス・軸にトルク、スラスト等がか

かっていないことを確認して取はずしてください。 

• 特に昇降装置にご使用の場合は、負荷を吊り上げ状態でパワーロックの締付ボルトをゆるめないでください。 

落下事故の原因となります。 

（再使用について） 

• 再使用の際は、パワーロックの各部品を点検し、異常のないことを確認してから組付けてください。 

• ご使用前に取扱説明書を必ずお読みいただき、正しくお使いください。 

• 取扱説明書は、必ず最終ご使用になるお客様のお手元まで届くようにしてください。 

警告 

注意 

： 取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡又は重傷を受ける可能性が想定

される場合。 

： 取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可能性

が想定される場合及び物的損害のみの発生が想定される場合。 

注意  



毎度お引き立て頂き厚く御礼申し上げます。 

パワーロックＭＬシリーズは、キーを使わずに軸とボ

スを強力に締結する機械要素です。単に１個のナット

を締付けるだけで、容易に取付けを行うことが出来ま

す。 伝達トルクは、軸及びボスの締結面に作用する

接触圧と摩擦によって決まりますので、取付けの際に

は、取付面の状態とナットの正しい締付けが大変重要

になります。本取扱説明書をご熟読の上、正しい取付

け及び取はずしをお願いします。 

 

■取付け 

1. ボス内面、軸表面のゴミ、油分を拭き取ってくだ

さい。オイル、グリースなどの油分は絶対に使用

しないでください。所定の伝達トルクが得られま

せん。 

 

2. ボスを軸に挿入し、パワーロックを軸とボスの間

に挿入してください。入り難い場合は、今少し、

ナットをゆるみ方向に回してください。挿入が容

易となります。 

パワーロックにボス及び軸が完全に挿入さ 

れていない状態で絶対に締付ボルトを締込 

まないでください。パワーロック単体で締付 

ボルトを締込むとパワーロックが変形し使 

用できなくなります。 

 

3. ナットを手で軽く締付け、位置調整あるいは位相

調整しながら、所定の位置にボスを固定してくだ

さい。 

 

4. ナットを、トルクレンチを用いて所定の締付トルクＭA（ＭＡの値は表１をご参照ください）で締付けてく

ださい。（図２、３参照） 

段付軸に取付ける時には図４に示すようにすきまをとってください。 

 

 



 
表１ ナットの二面幅と締付トルクＭA 
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Ｎ･ｍ ｛kgf・m｝ Ｎ･ｍ ｛kgf・m｝ 

φ５～φ６ １７ ５．３９ ｛０．５５｝ φ３４～φ３８ ５０ ２６０ ｛２６．６｝ 

φ７～φ９ ２２ １６．７  ｛１．７｝ φ４０～φ４５ ６０ ３１６ ｛３２．３｝ 

φ１０～φ１２ ２４ ２４．５  ｛２．５｝ φ４８～φ５０ ６５ ５５４ ｛５６．６｝ 

φ１４～φ１６ ３２ ６０．８  ｛６．２｝ φ５５ ７０ ６００  ｛６１．３｝ 

φ１７～φ１９ ３６ １０４  ｛１０．６｝ φ６０ ７５ ６３５  ｛６４．８｝ 

φ２０～φ２４ ４１ １２９  ｛１３．２｝ φ６５～φ７０ ８２ ６８０  ｛６９．４｝ 

φ２５～φ２８ ４６ １７８  ｛１８．２｝ φ７５ ９０ ７５０  ｛７６．６｝ 

φ３０～φ３２ ５０ ２７４  ｛２８．０｝  

 

■取はずし 

1. ボス・軸等にトルク、スラスト荷重等が作用していないことを確認して下さい。 

特にボス、軸の自重が大きい場合やチェーン等が掛かっている場合には、取はずしが困難になることがあ

ります。これらの作用荷重を取除いた後にパワーロックを取はずしてください。ナットを緩めていくと、

瞬時にロックが解除され装置が回転したり飛び出したり事故の原因となります。 

 

2. スパナあるいはレンチでナットをゆるめてください。ナットをゆるめている間にパワーロックが、軸およ

びボスとフリーの状態になります。

一般注意 
1. オイル、グリースなどの油分は絶対に使用しないでください。規定のトルクを伝達できなくなります。 

2. ナットの締付けには、必ずトルクレンチをご使用ください。トルク調整目盛りのついていないレンチ等に

よる手締めは、不正確、トラブルの原因となりますので、絶対に使用しないでください。 

3. パワーロックを軸・ボスに挿入する際はハンマー等で絶対に強打しないでください。パワーロックが変形

し、事故の原因になります。 

4. 取付時、ボス幅（Ｂ）と、パワーロックＭＬの幅（Ｌ１）の関係により、Ｌ１≦Ｂの場合は図５のように、

ボス端面にナット端面が接する位置で、Ｂ＜Ｌ１の場合は図６のように、Ｌ１のほぼ中央位置でセットし

てください。 

 



■保証 

1． 無償保証期間 

工場出荷後 18ヶ月間または使用開始後（お客様の装置への当社製品の組込み完了時から起算します）

12ヶ月間のいずれか短い方をもって、当社の無償による保証期間と致します。     

2． 保証範囲 

無償保証期間中に、お客様側にて取扱説明書に準拠する正しい据付・使用方法・保守管理が行われてい

た場合において、当社製品に生じました故障は、当社製品を当社に返却いただくことにより、その故障

部分の交換または修理を無償で行います。 

但し、無償保証の対象は、あくまでお客様にお納めした当社製品単体についてのみであり、以下の費用

は保証範囲外とさせて頂きます。 

(1) お客様の装置から当社製品を交換又は修理のために、取り外したり取り付けたりするために

要する費用及びこれらに付帯する工事費用。 

(2) お客様の装置をお客様の修理工場などへ輸送するために要する費用。 

(3) 故障や修理に伴うお客様の逸失利益ならびにその他の拡大損害額。 

 3．有償保証 

   無償保証期間にもかかわらず、以下の項目が原因で当社製品に故障が発生しました場合は、 

有償にて調査・修理を承ります。 

（1）お客様が、取扱説明書通りに当社製品を正しく据付けられなかった場合。 

（2）お客様の保守管理が不充分であり、正しい取扱が行われていない場合。 

（3）当社製品と他の装置との連結に不具合があり故障した場合。 

（4）お客様側で改造を加えるなど、当社製品の構造を変更された場合。 

（5）当社または当社指定工場以外で修理された場合。 

（6）取扱説明書による正しい運転環境以外で当社製品をご使用になった場合。 

（7）災害などの不可抗力や第三者の不法行為によって故障した場合。 

（8）お客様の装置の不具合が原因で、当社製品に二次的に故障が発生した場合。 

（9）お客様から支給を受けて組み込んだ部品や、お客様のご指定により使用した 

   部品などが原因で故障した場合。 

（10）お客様側での配線不具合やパラメータの設定間違いにより故障した場合。 

（11）使用条件によって正常な製品寿命に達した場合。 

（12）その他当社の責任以外で損害が発生した場合。 

4．当社技術者の派遣 

当社製品の調査、調整、試運転時等の技術者派遣などのサービス費用は別途申し受けます。 
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